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『脱炭素社会に向けた2050年ゼロシナリオ』
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これまでのWWF長期シナリオの変遷

2011年 省エネ編、再エネ編

201３年 費用編、電力系統編
201７年 統合した改訂版



最新のWWF長期シナリオ

https://www.wwf.or.jp/activities/data/202012
15climate01.pdf

２０２０年 １２月
改訂版の最新シナリオを発表

https://www.wwf.or.jp/activities/data/20201215climate01.pdf


WWFシナリオの基本的な考え方

エネルギーの需要を、省エネを通じてどこまで削れるか検討

エネルギーの需要を、自然エネルギーで満たせるか検証
（1年間の電力を、24時間365日、継続して満たせるか）

原子力発電所と化石燃料の段階的なフェーズアウトを想定

2050年脱炭素社会が
可能であることを確認



WWFシナリオの基本的な考え方

（参考） シナリオのイメージ

需要

現在 将来

②
再エネで
まかない

①
省エネで
減らして

③
脱炭素社会を実現



省エネについて

将来エネルギー
需要

エネルギー
需要

（現在値）

活動度
変化

効率変化
（省エネ）

省エネなどにより、将来のエネルギー需要を想定

需要が大きいものに見込まれる代表的な省エネ技術を適用

【産業分野】
例） 高効率インバーター

ヒートポンプの採用
鉄鋼での電炉採用など

【商業・家庭分野】
例） LED証明や

ZEB/ZEH
の普及

【輸送分野】
例） EV・FCVの

普及



省エネについて

最終エネルギー需要の想定
現状比（対2015年）

約58％減少



再生可能エネルギーについて

再エネは、既存のポテンシャル研究をもとに、各地での導入
可能なポテンシャルの上限値を設定。その上で、特にポテン
シャルの高い太陽光と風力を中心に導入量を仮定



再生可能エネルギーについて

将来年の断面（2030年、20５0年など）において、想定した
再エネの導入量で年間の需要電力が賄えるかをダイナミック
シミュレーションで確認

図： 2050年における電力需給の様子



再生可能エネルギーについて

将来の発電構成



再生可能エネルギーについて

将来の一次エネルギー供給



再生可能エネルギーについて

（参考） 再エネの発電設備容量

2030年時点では
発電量の約５０％

20５0年時点では
発電量の１００％



石炭火力について

なおシミュレーションでは、LNGの設備利用率を現在より上
げることで、２０３０年には石炭火力がなくとも、必要な需要
を賄えることが分かっている



GHGの排出量について

WWFシナリオにおける排出量の遷移



まとめ

WWFシナリオによる検証では

［１］ 省エネにより、現在の約４割まで削減可能

［２］ 国内にある再エネポテンシャルの範囲で
将来需要を賄うことが可能(再エネ100％)

［３］ 2050年の脱炭素化は実現可能

［４］ 2030年には、石炭火力はなくとも需要をカバーできる

［５］ 2030年には、再エネ約５０％、排出削減約４５％が必要




